
第三種郵便物認可　平成24年７月１日（日曜日）中小企業タイムズ（5）

　中央会女性部会は、
6月21日甲府市飯田
「中央会　研修室」に
おいて、平成24年度
の通常総会を開催し
た。
　総会では、平成23
年度の事業報告や今
年度の事業計画等が
決定された。本年度の
重点事業として、他県
女性部との交流事業、

県内の女性経営者や経営者パートナー、組合女性部等などが一堂に会する「県大会」
の開催、全国レディース中央会事業への参加協力他1組合女性部への研修支援等が
決定された。
　なかでも、11月14･15日被災
地福島県で開催される「全国レ
ディース中央会フォーラム2012
福島県大会」の参加について積極
的に呼びかけられた。
　また、総会に来賓として出席し
た中央会新海専務理事から、「男
性にはない女性の感性を生かしな
がら、中小企業組合のサポート役
としての力をいか
んなく発揮して欲
しい」と激励の言葉
が述べられた。
　なお、今年度は、
役員改選期にあた
り新たに選任され、
それぞれ就任した。
　役員一同、中小
企業経営に女性の
力がより一層発揮
できるよう女性部
会事業の充実と会
員の拡大強化を
誓った。
　新役員は次のと
おり。

　6月7日、山梨県中小企業団体青年中央
会（山縣正道会長）は、平成24年度通常総
会および講演会、交流会を甲府・古名屋ホ
テルで開催した。
　総会において平成23年度の事業報告
では、昨年度関東甲信越ブロックの幹事
県としての2回の会議についての報告が
され、山縣会長より協力への感謝が述べ
られた。総会後の講演会では、カラーセラ
ピストの石井亜由美氏より「売上を伸ば
す～色彩活用法～」をテーマに講演をい

ただいた。石井氏は、様々な業種や場面での具体例を挙げ、「色にはイメージがあり、
TPOに応じて色を使い分けることにより、服装など自身、会社のイメージアップや
商品の売上アップをはかることができる。皆さんも自分にあった色を見つけて欲し
い。」と語った。また、交流会には山梨県産業労働部産業政策課課長、山梨県中小企
業団体中央会会長をはじめ、友好団体である東甲倶楽部、友好青年部団体である山
梨青年工業会、甲府市工業協会青年部、山梨県商工会青年部連合会、甲府商工会議
所青年部から多くの来賓に参加いただき、大いに盛り上がりを見せた。
　また、6月22日、東京・明治記念館にて全国中小企業青年中央会の「平成24年度
通常総会・創立20周年記念式典」が開催され、山梨県からは17名が参加した。今回
は全国青年中央会の主催であったが、関東甲信越静の1都10県で実行委員会が組
織され企画運営で協力した。総会では、役員改選が行われ、山梨県の小澤全国青年
中央会理事が退任し、新たに山縣会長が全国青年中央会監事に就任した。その後の
式典では、山梨県より全国中小企業団体中央会会長表彰を山梨県自動車整備商工
組合AMS山梨青年
部が、全国中小企業青
年中央会会長表彰を
協同組合山梨異業種
交流青中倶楽部青年
部会がそれぞれ受彰
した。猪瀬直樹東京都
副知事の記念講演も
あり、懇親会では、山
梨県より日本航空学
園ダンス部ウィング
シアター29名がダン
スを披露し会場を盛
り上げ、盛会の内に終
了した。
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